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 ３．論文題目 

 
 スクールカウンセリングにおける教師に対するコンサルテーション実践モデルの作成に関する研究 

 

 

 ４．審査結果の要旨 

 

 学校教育実践学専攻学校教育臨床連合講座 石原みちる から申請のあった学位論文について、兵

庫教育大学学位規則第１６条に基づき、下記のとおり審査を行った。 

 

 論文審査日時：平成３１年２月１６日（土） １０時００分～１２時２０分 

     場所：兵庫教育大学 神戸ハーバーランドキャンパス 講義室２ 

 

 １．学位論文の構成と概要 

 

本論文は、日本にスクールカウンセラー（以下、SC）が導入されてから今日に至るまで実践されて

きた SC コンサルテーションの特徴と全体像を示すこと、また、SC と教師の双方の視点による SC コン

サルテーションのプロセスを明らかにすること、さらには、そのプロセスに基づく SC コンサルテーシ

ョン実践モデルを作成し、それを初心 SC に対するコンサルテーション研修の中で活用した場合の有用

性について検討することを目的としている。 

論文構成は以下の通りである。 

 

序章 本研究における問題の所在，目的及び構成 

第 1 節：本研究における問題の所在 

第 2 節：本研究の目的と構成 

第 1 章 スクールカウンセラー・コンサルテーション実践の特徴とその類型 

第 1 節：スクールカウンセラー・コンサルテーションの実践の特徴 

第 2 節：スクールカウンセラー・コンサルテーションの類型化 

第 2 章 スクールカウンセラーの視点からみたスクールカウンセラー・コンサルテーションのプロセ

ス 

 第 1節：問題と目的 

第 2 節：方法 

第 3 節：結果 

第 4 節：考察 

第 5 節：まとめと今後の課題 

 



第 3 章 教師の視点からみたスクールカウンセラー・コンサルテーションのプロセス 

 第 1節：問題と目的 

第 2 節：方法 

第 3 節：結果 

第 4 節：考察 

第 5 節：まとめと今後の課題 

第 4 章 スクールカウンセラー・コンサルテーション実践モデルの作成の試み―初心スクールカウンセラ

ーへの研修における有用性の検討― 

 第 1節：問題と目的 

第 2 節：方法 

第 3 節：結果 

第 4 節：考察 

第 5 節：まとめと今後の課題 

終章 本研究の総括と今後の課題 

第 1 節：各章のまとめ 

  第 2 節：統合的考察 

第 3 節：本研究の課題と今後の展望 

 

  序章では、SC が行うコンサルテーションについて，その特徴と全体像が把握されるに至っていないこと、

教師の対応力向上の機序を含んだ SC コンサルテーションのプロセスが明らかにされていないこと、SC コ

ンサルテーションの教育・研修に関する研究に至っていないことを指摘し、本研究の意義を明確にしてい

る。 

 第 1 章では、SC コンサルテーションの先行研究分析（55 事例）を通して、SC コンサルテーション実践

で用いられる理論的背景と定義、そこで取り上げられる問題、コンサルティの立場、コンサルテーション

開始のきっかけにおける特徴を整理している。また、仕事上の困難（ケースか組織か）×目標と関与（直

接関与を含むか間接関与のみか）×対応の構造（柔軟か構造化か）の 3 軸を用いて SC コンサルテーショ

ン実践を 8 類型に分類した上で、その類型を用いて日本の SC コンサルテーション実践の全体像を示して

いる。担任を主としつつもコンサルティ以外への関与が並行すること，明確な契約の枠組みを持たず柔軟

な形で継続することが、とりわけ日本の SC コンサルテーションの特徴であることを見出している。 

  第 2 章では、SC コンサルテーションのプロセスが記述されている事例研究（29 事例）を KJ 法で分析す

ることにより、SC 視点での SC コンサルテーションプロセスを明示している。問題把握に続いてアセスメ

ントを行い、見立てを伝え、対応を検討するという基本的流れの中で、SC 視点を提供し、必要に応じて情

緒的支援を行い、柔軟な枠組みで継続的に事例をコンサルティーとともに抱えていくという支援のプロセ

スを明らかにしている。 

 第 3 章では、中学校教師 12 名に半構造化面接を行い、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ

を用いて、教師の視点から見た SC コンサルテーションプロセスを明らかにしている。SC 視点を取り入れ

ながら子ども・保護者の問題に教師が主体的に取り組むようになる上で特に重要なこととして、見立ての

専門性と教師の取り組みの積極的意味づけ、教師との対等かつ後ろ盾となる関係の構築を挙げている。 

  第 4 章では、第 1章から第 3 章までの知見に基づき、SC コンサルテーション実践モデル（以下、実践モ

デル）を作成した上で、実践モデルを用いた初心 SC の研修会を実施し、その有用性を検討している。方

法としては、SC 経験 3年以内の初心 SC8 名を 2群に分け、グループスーパーヴィジョンを中核とした各群

全 4 回（月 1回）の研修と 5－6か月後のブースター・セッションを行っている。1回目はコンサルテーシ

ョンの概論と実践モデルの講義、2回目以降は 1―2名が事例を提示して検討した後、事例のコンサルテー

ションの状況についてスーパーバイザーが実践モデルを使って振り返りをした。質問紙と面接調査の分析

から、初心 SC にとっての実践モデルの有用性として、コンサルテーションの基本的な流れの理解を促進

する点、自身のコンサルテーションを振り返り、既にできている部分と次への課題を整理できる点、プロ

セスの各段階で具体的に取り組む行動を考えるための情報源になり得る点を指摘している。 

 終章では、日本の SC コンサルテーションの特徴として見出された継続的関与、柔軟な枠組み、対等性

と後ろ盾、同時並行的支援の意味について、組織内部性と外部性の両方を併せ持つという SC の特殊性か

ら考察している。 

 

２．審査経過 

（１）独創性と発展性について 

SC コンサルテーションが日本に導入されて 20 年余りが経過している中、これまでの先行研究において

は事例研究が個々に積み重ねられてきているものの、日本の SC コンサルテーション実践の特徴や全体像、

あるいは SC コンサルテーションのプロセスとその促進要因を捉えようとした研究が存在しなかった。本

研究では、個々の事例研究を丹念に紐解き、新たに作成した SC コンサルテーション 8 類型を用いて日本



の SC 実践の特徴を描いたこと、また、探索的研究を実施し、SC 視点と教師視点の両方を加味した SC コン

サルテーションプロセスを提示したことは高く評価される。さらに、それらの知見に基づき、SC コンサル

テーション実践モデルを作成し、初心 SC を対象とした研修の中で活用しながら、その有用性をある程度

示すことができたことも称賛に値する。今後は、SC コンサルテーション実践モデルを用いたグループスー

パーヴィジョン形式の研修会の効果について、SC やコンサルティー、子どもや保護者、学校コミュニティ

ーといった多角的視点から検証すること、学校コミュニティー全体の中での SC コンサルテーションの位

置づけを明確にした実践モデルを作成すること、大学院での講義や演習、実習において実践モデルを活用

し、その有効性について検証していくこと等、研究の発展が期待される。 

 

（２）学校教育の実践への貢献について 

これまで、学校に配属された SC が参照できるようなコンサルテーション実践モデルは皆無であった。

本研究で開発された実践モデルは、グループスーパーヴィジョン形式での研修の中で用いられることで、

初心 SC のコンサルテーション実践において有効に機能しうることがある程度示された。このことは、心

理臨床の専門家としての SC にとっては、学校コミュニティーの中でどのようにその強みを生かしながら

臨床活動を行っていくかについてのガイドを得ることにつながる。そのことが、引いては、SC 視点を自分

のものにしながら、子どもや保護者に関する問題の解決に主体的に向き合い、自分を向上させ続ける教師

を増やすことにも貢献すると思われる。 

 ３．審査結果 

 以上により、本審査委員会は、石原みちる の提出した学位論文が博士（学校教育学）の学位を授与す

るにふさわしい内容であると判断し、全員一致で合格と判定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


